
13:00 ‒ 13:05　趣旨説明

13:05 ‒ 13:55　三津間康幸　セレウコス朝およびアルシャク朝時代バビロンの都市構造
　　　　　　　　　　　　　－『バビロン天文日誌』の記述を中心に－

13:55 ‒ 14:45　小高 敬寛      新石器化から都市化へ－前 6000 年頃のザグロスとメソポタミア－

14:45 ‒ 15:35　千本 真生      ヨーロッパとアジアの接触－先史バルカン半島における都市化をめぐって－

15:50 ‒ 16:40　上杉 彰紀      都市・交易・地域間関係－インダス文明とアラビア半島の関係を中心に－

16:40 ‒ 17:30　足立 拓朗      南レヴァントにおける先史時代遊牧民交易と都市

都市文明の本質を探る

－西アジアとその周縁－

筑波大学東京キャンパス 120 講義室

７月２７日（土）13: 00-17:30

A01- 計画研究 01・A02- 計画研究 02  第 1 回合同研究会
（計画研究 01 第 7 回研究会／計画研究 02 第 7 回研究会）

平成 30-34 年度 文部科学省 科学研究費補助金 新学術領域研究（研究領域提案型）
都市文明の本質：古代西アジアにおける都市の発生と変容の学際研究




